


























○司会（中野陽一）  

　質問がチャットに入りましたので、短い時間です

けれども、質問にお答えいただければと思います。

　まず、副校長の日髙先生に、幹事校として全体

の取りまとめをしておりますが、ベトナム政府と

のやり取りで難しい点というのはなかったでしょ

うかという御質問です。

○日髙良和（宇部工業高等専門学校・副校長）  

　もともとこのプロジェクトは、ＪＩＣＡのプロ

ジェクトが発端で発展したものです。ＪＩＣＡの

方々が初めからベトナム政府、ベトナムの日本大

使館、そういったような方々と連携を取っていま

したので、そこに入っていくという形ですごく楽

にできました。

　特に、リエゾンオフィスをつくる前の段階でベ

トナム政府の建物の中に活動のオフィスをつくっ

ていただくという協力もいただきました。

　そうは言っても、やはり、高専というのは日本

独自の教育制度ですから、その理解のために政府

関係者向けのセミナーなどを繰り返し実施して高

専の教育を理解していただくというところは、時

間がかかりました。

○司会（中野陽一）  

　３人の先生方にまず共通の御質問をさせていた

だきたいと思います。

　この活動を通じて、予想外の成果があれば教え

てください。

○岡本昌幸（宇部工業高等専門学校・教授）

 予想外と言ったら申し訳ないのかもしれないです

が。２年生のエンジニアリングデザインという科

目で、オンラインの中でテーマを決め、ちゃんと

計画書に書いて、最後にレポートを出すというと

ころまでが一つのセットになっています。宇部高

専で１年間研修されたベトナムの先生方が指導さ

れていました。実際にベトナムでできるようにな

るという、その先生の熱い思いが伝わってきて、

すごく嬉しかったことがありました。

○佐藤　淳（鶴岡工業高等専門学校・教授）

　先方のほうに教育支援という形で出向いて行った

のですが、実際にはベトナムの方々はかなり合理的

で、導入するに当たって、どのような効果があるの

かといったことは、かなり厳しく問われます。

　我々のほうで教育改善を行うのですが、ベトナ

ムの方々と同じような視点で、これから日本の高

専の中の教育改善を行っていかねばならなかった

という支援側のほうの反省がありました。日本の

ほうが上から目線ではないという形で取り組むべ

きだということが分かりました。

○坪根弘明（有明工業高等専門学校・教授） 

　現地のメカトロニクス学科のその学生に対する

ＮＣのフライスだとか旋盤のきれいさとか数とい

うのは高専の設備を超えていることが予想外でし

た。日本の学生が、プロジェクト型のイベントに

参加できるようなものができるようになったとい

うのは、非常に大きいです。今までのように、高

専で部活をやるとかロボコン部などのものづくり

の部活はあると思うのですが、さらにプロジェク

ト型の短期集中のものづくりのイベントは、なか

なかメカニクスコースではなかったですい。そう

いったのにうちの学生が入れるようになったとい

うのは成果でした。

○司会（中野陽一）  

　フエ工業短大の質問だと思うので、佐藤先生に

お願いをしたいのですけども、志望者が２クラス

あるということなのですけども、現地での高専は

広く認知をされているのでしょうか。また、学生

はどのような方法で募集されているのでしょうか

という質問です。
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